
                        

                                                                                  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 １ 月 ８ 日      

中野区立ひがしなかの幼稚園  

園  長     宮  本   実  利  

http://nk-higasinakano-k.a.la9.jp/ 

園だより 1月号 

 

             「ワクワクする三学期です」        園長 宮本 実利 

 

新年明けましておめでとうございます。 

２０２６年、今年の干支は「丙午（ひのえうま）」です。活力、行動力、前進、情熱を象徴し、新しい挑

戦や飛躍によい年と言われています。炎のような情熱と勢いのある年となるので、これまで迷っていたこ

とにチャレンジすると追い風が吹き、物事がよい方向に動くとされています。また、人とコミュニケー

ションを図ることで、運気が上がる年でもあるそうです。いろいろな人との対話を大切にしながら、新し

いことにも挑み、子どもたちの健やかな心と体の成長を支えていきたいと思います。今年もどうぞよろし

くお願いします。 

 

さて、子どもたちは冬休みの間、身近に起こる様々な出来事を通して心を動かし、楽しくたくましく過

ごしてきたことでしょう。今日から始まる三学期は、今年度の集大成の時期です。そして、「○〇組、楽

しかった」「初めはうまくいかなかったけれど、挑戦したらできるようになったよ」「次は○〇組（一年

生）、早くなりたいな」「楽しみだな」子どもたちのわくわくする気持ちがあふれる時期です。子どもたち

が、自分の成長を実感して充実感をもって終え、自信をもって次に向かって一歩踏み出せるようにしてい

きます。 

二十四節気の「小寒」に入り、もうすぐ「大寒」を迎える一年で最も寒い時期となります。冬の寒さも自

然の中では大切な時期です。日々の寒さの中にも楽しいことを見付けながら、三学期一日一日を大切に過

ごしていきます。毎日元気に通えますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

   中野東中学校区の各校・園で行っている研究会に互いに参加し学んでいます。１２月には、谷戸小学校

の公開授業があり、５年生の授業では「台形の面積の求め方」をグループで考えて発表し、互いの考えを共

有していました。授業の中では、児童が主体的に考えを深めていけるような環境の工夫や互いに話し合える

ような工夫がされていました。教師が一人ひとりの意見を認めて言葉をかけたり、自由に友達と話し合える

雰囲気づくりがされていたことで、児童が自然と自分たちで意見を出し合いながら、学級全体で「主体的・

対話的で深い学び」が実現されていました。 

幼稚園でも、自分の意見を相手に伝えたり、相手の意見を受け止めたりできるような友達との関わりを大

切にしています。遊びの中で、友達と一緒に集って過ごせるような環境づくりをしたり、思いがぶつかる場面

では、教師がモデルとなって一人ひとりの思いを言葉にして受け止めたり、相手の気持ちに気付いて受け止

められるように言葉かけをしたりしています。そのような経験を積み重ねていくことで、小学校で友達と意見

を共有しながら考えを深めていく力につながっていくのだと感じました。 

保幼小中連携教育 
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＜３歳児＞  ○自分のやりたい遊びを繰り返したり、一緒にいたい友達と遊んだりすることを楽しむ。 

○学級のみんなと一緒に、ルールのある遊びや表現遊びをする楽しさを感じる。 

 

冬休みを家庭でゆったりと過ごし、久しぶりの幼稚園に戸惑う姿があるかもしれません。教師や友達と２学期に楽しん

でいた遊びやコマ回し・絵合わせなどのお正月遊びをしながら、安心して遊び出し、園生活を思い出していけるようにしま

す。その中で、自分がやりたいと思った遊びを繰り返したり、一緒にいたい友達と関わる楽しさを感じたりできるように援

助していきます。 

また、動物になりきって表現遊びをしたり、簡単なお話に沿って動いたりすることを通して、学級のみんなの中で自分な

りの動きを出し、表現をする楽しさを感じられるようにしていきます。 

 

       

 

＜４歳児＞  ○自分なりのめあてに向かって、試したり工夫したりして遊ぶことを楽しむ。 

○冬の自然に触れ興味や関心をもったり、栽培物の生長を楽しみにしたりする。 

 

２学期末に楽しんでいた遊びをしたり、手洗い・うがいや弁当当番など生活に必要なことを思い出したりしながら、園生

活のリズムを取り戻していきます。そして、繰り返しコマ回しや縄跳び、折り紙などに挑戦する中で、自分なりのめあてに向

かって粘り強く取り組み、できたことへの喜びを感じられるように援助していきます。また、ししまいの再現遊びや正月遊び、

鬼遊びなど、共通体験や簡単なルールを基に、いろいろな友達と関わって遊ぶことを楽しめるようにしたいと思います。 

 また、園庭には、霜柱ができたり、池に氷が張ったりするなど、冬ならではの面白いことがたくさんあります。子どもたちの

気付きに共感したり、実際に池に張っている氷に触れる・霜柱を踏む音を聞くなど友達と楽しんだりできるように援助して

いきます。また、植えた野菜や球根の世話をしていくことで、生長を楽しみにできるようにしていきます。 

 

 

 

 

 

＜５歳児＞  ○自分のめあてに向かって、繰り返し試したり工夫したりして諦めずに取り組もうとする。 

＜３歳児＞  ○学級全体の中での自分の役割を受け止め、みんなと一緒にやり遂げる満足感を味わう。 

＜３歳児＞  ○互いの思いや考えを受け止めながら、遊びや生活を進めていく。 

 

幼稚園生活を締めくくる３学期が始まりました。２学期末に楽しんでいたコマ回しや縄跳びなど、自分のめあてに向

かって粘り強く取り組むことを楽しめるように、引き続き励まし見守ったり、友達と刺激し合えるように援助したりして、一

人ひとりの自信につなげていきたいと思います。また、カルタや鬼ごっこなど、友達とルールを共通にしながら一緒に遊

びを進めていく楽しさを味わえるように援助していきます。 

さらに、子ども会に向けて、お話をどのように表現するかを友達と一緒に考えたり、役になりきった動きや友達との掛

け合いを楽しんだりして、学級のみんなで劇を作り上げる満足感を味わえるようにしていきます。 

 

 

 

保育のねらい 

 

 


